
令和６年度 ダイバーシティ就労モデル事業実践報告会  
次 第 

令和 7年３月４日 

時間 プログラム 登壇者 

13:30～

13:35 
開会の挨拶 

千葉県健康福祉部 健康福祉政策課 政策室 

 室長  葛見 浩氏 

第 1部  実績報告及び実践報告 

13:35～

13:50 

【事業報告】  

事業概要の説明・実績報告、成果と課題 

（NPO）ユニバーサル就労ネットワークちば 

事務局長 島田 将太 
 

13:50～

15:00 

【実践事例報告 ・ 3事例】 

支援機関・サービス事業所からの報告 

連携企業の取組紹介と報告 

 

【質疑応答】 

福祉相談支援センターきみつ  

相談支援員 磯貝香里氏 

館山市社会福祉協議会  

和泉渚氏 

就労移行支援事業所リタリコワークス千葉  

サービス管理責任者 菅原礼人氏 

アマゾンジャパン合同会社  

人事部 島田誠也氏 

（NPO）ユニバーサル就労ネットワークちば 

相談員  嶺千鶴子 

15:00～15:10                        休 憩 

第 2部 ダイバーシティ就労モデル事業のこれから 

15:10～ 

15:２５ 

WORK！DIVERSITYプロジェクトの 

今後の展望について 

日本財団 公益事業部 

シニアオフィサー 竹村 利道氏 

１５：２５～ 

１５：３０ 
関係機関からの応援メッセージ 

中核地域生活支援センターいちはら福祉ネット 

所長 大戸 優子氏 

15:３０～ 

16:20 

トークセッション 

～WORK！DIVERSITYのこれから～ 

制度化に向けて！  

（NPO）ユニバーサル就労ネットワークちば 

               副理事長 平田 智子 

（一社）ダイバーシティ就労支援機構 

理事長 村木 太郎氏 

とよた多世代参加支援プロジェクト  

事務局長 栗本 浩一氏  

16:20～ 

１６：3０ 
総括 

（NPO）ユニバーサル就労ネットワークちば 

 理事長  池田 徹 

【アンケートの回答をお願いいたします】 

５分くらいで終わる簡単なアンケートです。 

今後の活動のため、当事業へのご意見ご要望、ぜひご回答ください！ 

アンケート入力フォームQRコード ⇒ 







































WORK! DIVERSITYについて

ダイバーシティ就労支援機構 理事長

村木 太郎



働くことに困難を抱えている人たち

➢ 非就労障害者
➢ 高齢者
➢ 難病患者、糖尿病患者、がん患者、HIV/エイズ患者
➢ 高次脳機能障害者、若年性認知症患者
➢ ギャンブル依存症、薬物依存症、アルコール依存症
➢ LGBTQ
➢ 児童養護施設退所者、刑務所等出所者
➢ ニート・不本意フリーター、就職氷河期世代
➢ ひきこもり、ホームレス、ネットカフェ難民
➢ 貧困一人親家庭、生活保護世帯

WORK! DIVERSITY プロジェクト 2019年度総合報告書

270万人の就労困難者（＊） ＊重複は除いている



なぜWORK! DIVERSITYか

➢社会にとって
・共生社会 みんなで支え合う社会

・地域創生 高齢化の中での地域活性化

➢経済・企業にとって
・人手不足の解消、多様な人材の活用による新たな付加価値

・企業の社会的責任

➢就労困難者にとって
・自立、社会とのつながり、自己肯定感



• モデル事業で就労困難者一人を支援した場合

• 経済効果 250万円

• 財政効果 83万円

• 仮にダイバーシティ就労支援として年間15,000人を支援した場合

• 経済効果 375億円

• 財政効果 124億円（他に生活保護等福祉支出の減少効果等）

• このような計量可能な経済・財政効果のほかに重要なこととして…

• 就労困難者の就労実現は、経済効果・財政効果だけでなく、自
己実現・社会的包摂を通じて本人はもちろん家族・周りの人々
の幸福度を高める

• 働く人の多様化は企業全体の活性化や新しい市場の創出などに
つながり日本の産業競争力を強化する

4

WORK! DIVERSITYの経済財政効果（試算）



WORK! DIVERSITYプロジェクト

検 討 会 モデル事業（6自治体） 政策実現会議

解決策の提示 制度化の検討 実証実験の開始 新たなシステムの構築

政策化協議から実装へ
【提言】
2025年2月

具体的試案の効果検証
【エビデンス取得】

各種部会
企画委員会
全体委員会
【意見の集約と気運の醸成】

調査に基づく具体的試案
【提起】

2018～ 2019～2021 2022～ 2023～

2024調査～構想発表



岐阜市におけるWORK! DIVERSITY



福岡県WORK! DIVERSITY事業



・就労困難者認定(アセスメント)ツールの開発

・実践研修（相談者・支援者の育成）

多様な就労困難者、相談機関

マネージメントセンター
様々な相談窓口における共通の理解・ものさし
態様別の相談、生活相談等との組合せ

就労支援の諸制度

企業就労

・地域のプラットフォームガイドライン

WORK! DIVERSITY を目指した取組

・態様別ガイドライン
引きこもり、難病、LGBTQ
刑務所出所者、ケア付就労

最適な支援へのつなぎ

制度間連携、共通の支援と態様別支援の組合せ

地域・社会の理解と支援

・モデル事業

障害者 労働施策

伴
走
支
援

紹
介
・
マ
ッ
チ
ン
グ

定
着
支
援

生活困窮者等



豊田市での取組みの紹介

事務局長 代表理事 栗本 浩一

令和６年度 ダイバーシティ就労モデル事業実践報告会 ～WORK！DIVERSITYのこれから～制度化に向けて！



福祉事業所BCPコンサル

他市町の地域共生社会推
進に関する事業への協力
(自治体・社協・団体等)

大学における社会福祉士
課程実習指導講師、実習
生受入協力・調整

など

重層的支援体制整備事業「参加支援事業」

生活困窮者自立支援事業「就労準備事業」

認知症等の人の社会参加プラットホーム構築

孤独・孤立の予防に関する理解促進事業

その他の地域共生社会推進に関する取り組み

一般社団法人ダイバーシティ・スタイル

とよた多世代参加支援
プロジェクト事業部

法人事業部

事務局

対象者の抽出連携

就労支援事業所による訓練等

支援者ネットワークの構築

企業群への理解促進

市産業部中小企業支援への参入

WORK！DIVERSITY
実証化モデル事業部

事務局は会員事業所の職員

「会員の強み」と「会員のやりたいこと」で事務局との関わりを成立させる



プロジェクト会員数の推移

R４ R５ R６

会員の属性内訳 R7.2.25現在

引きこもり支援団体 ／ 企業主導型保育所 ／ シルバー人材センター

便利屋 ／ 仏壇屋 ／ ビジネスホテル ／ 生花店 ／ 通信制高校

部品製造会社 ／ 設備保全会社 ／ コミュニティ電力 ／ 大学のゼミ

オムライス屋 ／ 個別指導塾 ／ 民泊・コミュニティスペース/お寺

外国人支援団体 ／ 薬局 ／ デザイン会社／個人事業主（農業） など

４４

６３

１０2

高齢者
事業所
12％

障がい者
事業所
27％

社協
13％

こども
若者
13％

企業
個人事業主

25％

市民
活動
団体
10％



日常生活自立 就労自立

体験
学習 練習

訓練

事業の組み合わせにより「参加⇔働く」を一体的に考える仕組み

就労準備（生活困窮者自立支援事業）参加支援（重層的支援体制整備事業）

★社会とのつながりをつくるための支援の仕組み、
新たな出会いの場づくり

★福祉事業所を始めとする地域の事業所、企業を
「プラットホーム」に

「働く場所」と「活動メニュー」の提供を受けて

ワーク・ダイバーシティ実証化モデル

就労系福祉事業所の力を借りて「働きたい」をサポートする。

若年性認知症等の人の社会参加プラットホームづくり

地域共生つながり合いプラットホーム構築業務
（孤独・孤立対策を含む社会課題解決に向けた情報交換の場づくり）

試行的な展開として



個に対する支援の流れ

多世代会員
事業所

若者サポート
ステーション

就労・生活
支援センター

障がい
相談支援

地域包括
支援センター

その他の
支援機関

一般就労へ
（福祉就労も）

ケース共有

（オーダーメイド型）
□社会参加に向けた支援



３９歳男性。父、姉と３人暮らし。トゥレット症。就業経験なし。障害者手帳なし。人間関係に不安があり、働けないまま時間が過ぎていた。

相手を不快にさせてしまうのではないかという不安が常にあり、頭の中に「死ね」「殺す」というような言葉が浮かんでしまい、それが周りに

聞こえているのではないかという不安。テレビでチック症の人が働いているのを見て、自分も働いてみたいと思い、若者サポートステーション

（現：りっぽ）を訪れ、その後、とよた多世代参加支援プロジェクトにつながった。そして、WD実証化モデルへ。



２０２２ ソーシャル業

照会／７３件 相談件数／４０件 訓練中／９人 一般就労／５人 福祉就労／５人 中断・未達／７人

R5.8.7～R7.2.20現在

企業内にて、
実証化モデルの

対象者や事業対象者
の訓練を実施

重層的支援体制整備事業の参加支援等で
「自分探し」や「就労意欲向上」を図る機会を持ち、

本人の意志を踏まえ、再び就労訓練を行うか判断をする。

相談 初回面談 見学・体験 就労訓練
一般就労

福祉就労

定着に向けた支援

福祉事業所による支援

とよた多世代参加支援事業部へ直ぐに就労に向かえない時は…

豊田市でのWORK！DIVERSITY 実証化モデル

豊田青年会議所

一般社団法人
ダイバーシティ・スタイル

ワークダイバーシティ推進委員会設置

会員企業
約200社への
啓発事業

トヨタミハナプロジェクト
業務整理や治具開発の考察会

実証化モデルの訓練実施
福祉事業所と企業との
マッチング（顔合わせ）

自社分析と
対象者活躍の
道筋を探る

４５項目の
ヒアリングで
企業への

個別訪問実施

市産業部の主催する
企業向け研修等に参加
JC以外の企業と出会う

実
証
化
モ
デ
ル
に
参
入

障
が
い
者
雇
用
検
討

共
同
受
注
窓
口
の
活
用

仕
事
体
験
の
場
の
提
供

社
会
貢
献
で
コ
ラ
ボ

※令和６年１２月末で委員会活動が終了。ダイバーシティ・スタイルが継承。

現行の継承事業



「はたらく」を考える オープンミーティング
おたがいさま会議とよた × 豊田市共同受注窓口 × とよた多世代参加支援プロジェクト
主にJC会員企業の皆さん 就労系・生活介護の福祉事業所 その他、いろんな人

2024.3.7開催

テーマ①

お仕事で

つながる

テーマ②

困りごとが

ある人が企業と

関われる

テーマ③

多様に

つながること

（仕事や人以外でも）



豊田青年会議所による「ワークダイバーシティ推進」が始動！ 「働きづらさとは？」

※令和６年１２月末で委員会活動が終了。ダイバーシティ・スタイルが継承し、新たな模索を開始。



JC以外の企業

意識醸成
■ダイバーシティ就労への理解
 ■人材活用方法への理解 など

関心を持った企業へ
個別訪問

「４５項目のヒアリング」

就労的
参加支援

ミハナ
プロジェクト

共同受注
就労Ｂ等

へ

移行支援
事業所へ

それぞれに

つなぐ

実証化モデル
協力事業所で
聞き取り内容を
共有する

仕組みの構築

加入する
福祉事業所で

意見交換会の開催
「連携・創出」を

考える

重
層
の
参
加
支
援
対
象
者
の

活
動
の
場
と
し
て

業務整理
切り出し

コンサル開始

【訪問者】
実証化モデル事務局
共同受注窓口担当者
実証化モデル移行支援事業所
元JC委員長(多世代会員) など

現行の継承事業

事業対象者・実証化モデル対象者の就労につなぐ

重層の
参加支援
対象者

生活介護や
就労Ｂの中に
「居場所・役割」
「働くに向けた
体験の場」を創出
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